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ア
フ
リ
カ
の
紛
争
を
い
か
に
解
決
し
、

永
続
的
平
和
を
確
立
す
る
か
と
い
う
問
題

は
、
今
や
国
際
社
会
に
と
っ
て
主
要
課
題

の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
に

対
す
る
取
り
組
み
は
、
残
念
な
が
ら
日
本

で
は
、
実
践
的
に
も
研
究
面
で
も
遅
れ
て

い
る
。
本
書
は
、
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と
平

和
構
築
と
い
う
テ
ー
マ
に
正
面
か
ら
取
り

組
ん
だ
、
共
同
研
究
会
の
成
果
で
あ
る
。

　

ア
フ
リ
カ
紛
争
問
題
の
今
日
的
特
質
を

一
言
で
い
え
ば
、
国
際
社
会
の
関
与
に

よ
っ
て
深
刻
な
武
力
衝
突
は
減
少
し
た
も

の
の
、
平
和
の
確
立
に
向
け
た
道
筋
は
な

お
不
透
明
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
一
九
九
〇

年
代
前
半
の
ル
ワ
ン
ダ
や
リ
ベ
リ
ア
の
よ

う
な
、
想
像
を
絶
す
る
暴
力
の
激
発
こ
そ

抑
制
さ
れ
て
い
る
が
、
永
続
的
な
平
和
が

根
付
く
確
た
る
展
望
も
持
て
な
い
。
こ
の

宙
づ
り
の
状
況
を
「
戦
争
と
平
和
の
間
」

と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
喩
え
た
。

　

本
書
の
中
心
的
な
問
い
は
、
紛
争
問
題

の
解
決
や
平
和
構
築
の
た
め
に
ど
ん
な
取

り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
現

状
は
い
か
な
る
も
の
で
、
課
題
は
何
か
と

い
う
点
に
あ
る
。
特
に
、
国
際
社
会
の
取

り
組
み
に
焦
点
を
合
わ
せ
た
。
冷
戦
の
終

結
以
降
、国
際
機
関
、地
域
機
構
、ド
ナ
ー
・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
、
国
際
社

会
の
多
様
な
ア
ク
タ
ー
が
こ
の
問
題
に
積

極
的
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本
書

で
は
、
平
和
の
確
立
に
向
け
た
多
様
な
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
ー

ル
ド
調
査
の
結
果
も
利
用
し
つ
つ
、
ア
フ

リ
カ
の
現
場
で
何
が
起
き
て
い
る
か
を
踏

み
込
ん
で
分
析
し
た
。

　

本
書
の
も
と
に
な
っ
た
共
同
研
究
会
に

は
、
ア
フ
リ
カ
地
域
研
究
の
専
門
家
と
平

和
構
築
問
題
の
専
門
家
と
の
双
方
に
参
加

を
お
願
い
し
た
。
私
た
ち
の
問
題
意
識
に

照
ら
せ
ば
、
現
地
を
知
る
地
域
研
究
者
と

政
策
の
意
味
に
通
じ
た
平
和
構
築
の
専
門

家
と
の
突
っ
込
ん
だ
議
論
は
不
可
欠
だ
。

共
同
研
究
会
で
は
、
時
に
白
熱
し
た
討
論

が
戦
わ
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
は
本
書
に

し
っ
か
り
反
映
さ
れ
て
い
る
。

　

本
書
は
、
序
章
と
三
つ
の
部
か
ら
構
成

さ
れ
る
。
武
内
進
一
が
執
筆
し
た
序
章
は
、

近
年
の
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
紛
争
と
そ
の

解
決
に
む
け
た
取
り
組
み
を
整
理
し
、
国

際
社
会
が
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
解
決
に
深
く

関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
理
由
と
、
そ
こ

で
逢
着
す
る
困
難
に
つ
い
て
論
じ
た
。

　

第
一
部
で
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
と
そ
こ

で
の
多
様
な
課
題
を
取
り
上
げ
た
。
第
一

章
の
篠
田
英
朗
論
文
は
、
ス
ー
ダ
ン
の
二

つ
の
和
平
プ
ロ
セ
ス
（
南
部
、
ダ
ル
フ
ー

ル
）
に
つ
い
て
、
国
連
の
役
割
を
中
心
に

検
討
し
た
。
佐
藤
章
論
文
は
第
二
章
で
、

和
平
合
意
の
実
施
が
大
幅
に
遅
れ
て
い
る

コ
ー
ト
デ
ィ
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
を
題
材
に
、
和

平
プ
ロ
セ
ス
の
膠
着
要
因
を
分
析
す
る
。

第
三
章
で
は
武
内
が
、
コ
ン
ゴ
民
主
共
和

国
で
試
み
ら
れ
た
治
安
部
門
改
革
の
失
敗

に
つ
い
て
検
討
し
た
。
山
根
達
郎
の
手
に

よ
る
第
四
章
で
は
、
近
年
リ
ベ
リ
ア
で
二

度
実
施
さ
れ
た
Ｄ
Ｄ
Ｒ
（
武
装
解
除
・
動

員
解
除
・
社
会
統
合
）
が
比
較
さ
れ
る
。

　

第
二
部
は
、
平
和
構
築
の
重
要
な
課
題

で
あ
る
制
度
構
築
を
扱
う
。
第
五
章
で
は

峯
陽
一
が
、
南
ア
と
ウ
ガ
ン
ダ
を
比
較
し

て
、
正
統
性
の
高
い
政
治
体
制
を
紛
争
終

結
後
に
創
り
上
げ
る
た
め
の
方
策
と
そ
の

課
題
を
論
じ
た
。
第
六
章
で
は
落
合
雄
彦

が
、
紛
争
後
の
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
に
お
け
る

地
方
自
治
制
度
改
革
を
歴
史
的
文
脈
に
位

置
づ
け
つ
つ
、
今
後
を
展
望
し
た
。

　

第
三
部
で
は
、
紛
争
後
の
国
民
和
解
に

関
連
す
る
三
つ
の
論
文
を
配
置
し
た
。
望

月
康
恵
は
第
七
章
で
、
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑

事
裁
判
所
と
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
特
別
裁
判
所

と
い
う
、
国
際
社
会
が
関
与
し
て
設
立
さ

れ
た
二
つ
の
国
際
法
廷
を
比
較
し
、
現
地

へ
の
影
響
に
つ
い
て
論
じ
た
。
第
八
章
で

は
、
ル
ワ
ン
ダ
の
ロ
ー
カ
ル
な
裁
判
制
度

（
ガ
チ
ャ
チ
ャ
）
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
一

般
の
住
民
が
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
容
疑
者

を
裁
く
と
い
う
こ
の
制
度
が
農
村
社
会
に

与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
に
つ
い
て
、
武
内
が

分
析
し
た
。
最
後
の
第
九
章
で
は
、
モ
ザ

ン
ビ
ー
ク
で
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
続
け
て

き
た
舩
田
＝
ク
ラ
ー
セ
ン
・
さ
や
か
が
紛

争
後
の
農
村
社
会
変
容
を
分
析
し
、
平
和

構
築
過
程
に
お
け
る
分
裂
の
深
化
と
い
う

逆
説
的
な
現
象
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

各
章
の
記
述
か
ら
、
平
和
に
向
け
た
努

力
が
様
々
な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
こ
と

が
見
え
て
く
る
。
戦
争
か
ら
平
和
へ
の
道

の
り
は
決
し
て
直
線
的
に
進
ま
な
い
し
、

時
に
逆
行
も
観
察
さ
れ
る
。
本
書
で
は
、

ま
ず
も
っ
て
そ
の
実
態
を
解
明
し
、
教
訓

を
導
き
出
す
こ
と
に
主
眼
を
置
い
た
。
ア

フ
リ
カ
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
が
、
紛
争

問
題
は
複
雑
で
、
簡
単
に
解
決
策
が
導
き

出
せ
る
も
の
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
な
平

和
構
築
政
策
が
最
善
な
の
か
も
国
に
よ
っ

て
異
な
る
。
こ
の
状
況
に
お
い
て
重
要
な

の
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
正
確
に
跡
づ

け
、
そ
こ
か
ら
教
訓
を
汲
み
取
る
こ
と
で

あ
る
。
本
書
が
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
と
平
和

構
築
に
関
す
る
研
究
の
決
定
版
だ
と
い
う

つ
も
り
は
な
い
が
、
実
態
分
析
が
不
十
分

な
現
状
に
あ
っ
て
、
多
様
な
経
験
の
学
び

や
よ
り
よ
い
実
践
に
向
け
た
議
論
の
土
台

に
な
る
だ
ろ
う
。
本
書
が
触
媒
と
な
っ
て
、

こ
の
問
題
に
関
す
る
議
論
が
深
ま
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

（
た
け
う
ち　

し
ん
い
ち
／
ア
ジ
ア

経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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南
米
へ
の
日
本
人
の
集
団
移
民
は
、

一
八
九
九
年
の
ペ
ル
ー
移
民
に
始
ま
る
。

そ
の
後
一
九
〇
八
年
の
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
第

一
回
「
笠
戸
丸
」
移
民
か
ら
増
加
を
辿
っ

て
い
っ
た
。
こ
れ
に
遡
り
、
本
格
的
な
日

本
人
の
集
団
移
民
は
一
八
八
五
年
の
ハ
ワ

イ
王
国
へ
の
移
民
に
始
ま
っ
た
。
以
降
北

米
へ
の
移
民
と
続
い
た
が
、
一
九
二
四
年

に
米
国
が
い
わ
ゆ
る
排
日
移
民
法
を
施
行

す
る
と
、
大
き
な
流
れ
が
北
米
か
ら
、
農

業
分
野
で
の
労
働
力
を
必
要
と
し
て
い
た

ブ
ラ
ジ
ル
を
中
心
と
す
る
南
米
へ
と
移
っ

て
い
っ
た
。

　

二
〇
〇
八
年
に
移
民
一
〇
〇
周
年
を
迎

え
た
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
現
在
約
一
五
〇
万
人

と
い
わ
れ
る
日
系
人
が
住
む
世
界
最
大
の

日
系
人
居
住
国
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
、

多
人
種
・
多
民
族
、
多
文
化
社
会
の
同
国

で
、
様
々
な
困
難
を
経
て
、
現
在
で
は
農

業
は
も
と
よ
り
、
政
治
、
経
済
な
ど
多
様

な
分
野
で
幅
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
含
む
南
米
諸

国
へ
の
日
本
人
移
民
に
関
す
る
基
礎
的
資

料
と
、
一
〇
〇
周
年
を
機
に
多
く
の
出
版

物
が
刊
行
さ
れ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
日
系
人
と

日
系
社
会
に
関
す
る
資
料
の
う
ち
数
点
を

紹
介
す
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
・
憲
政
資
料
室
所
蔵

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
日
系
移
民
関
係
資
料

が
あ
る
。
中
南
米
諸
国
等
の
日
本
人
移
民

資
料
館
や
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
明
治
時

代
以
来
の
関
係
資
料
を
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
撮
影
し
た
も
の
や
、
現
地
の
日
系
人
か

ら
の
寄
贈
資
料
な
ど
を
収
集
し
構
築
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
現
地
発
行
の
新
聞
、
図

書
、
雑
誌
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
刊
行

物
の
ほ
か
、
個
人
の
日
記
や
書
簡
、
写
真

や
協
同
組
合
な
ど
の
文
書
類
か
ら
成
っ
て

お
り
、
南
米
の
日
系
人
が
辿
っ
た
歴
史
、

当
時
の
現
地
事
情
を
多
面
的
に
知
る
う
え

で
貴
重
な
一
次
資
料
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
い
る
。

　

日
本
人
移
民
に
関
す
る
主
要
な
文
献
・

資
料
を
集
め
て
復
刻
し
た
も
の
に
『
日
本

移
民
資
料
集
』（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

一
九
九
一
年
～
）
が
あ
る
。
そ
の
う
ち
南

米
編
は
、
明
治
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大

戦
前
の
刊
行
物
を
対
象
に
し
て
お
り
、
渡

航
案
内
書
や
個
人
の
移
民
体
験
談
か
ら
学

術
研
究
書
な
ど
多
様
な
文
献
・
資
料
が
収

録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
別
巻
に
は
収
録
資

料
の
解
説
や
、
参
考
文
献
も
取
り
上
げ
ら

れ
て
お
り
、
南
米
移
民
研
究
の
た
め
の
基

礎
資
料
集
と
し
て
有
用
で
あ
る
。
ブ
ラ
ジ

ル
に
関
す
る
も
の
が
主
で
あ
る
が
、
メ
キ

シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ
リ

ビ
ア
、
そ
の
他
の
地
域
に
関
す
る
資
料
も

収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

移
民
研
究
の
た
め
の
文
献
探
索
ツ
ー
ル

と
し
て
最
近
編
纂
さ
れ
た
も
の
に
移
民
研

究
会
編
『
日
本
の
移
民
研
究―

動
向
と

文
献
目
録
』（
明
石
書
店　

二
〇
〇
八
年
）

が
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
九
四
年
に
出
版
さ

れ
た
前
編
（
明
治
初
期
～
一
九
九
二
年
九

月
）
の
続
編
（
一
九
九
二
年
一
〇
月
～
二

○
○
五
年
）
に
あ
た
る
。
第
一
部
で
は
、

そ
の
後
の
日
本
人
移
民
・
日
系
人
研
究
の

動
向
と
展
望
が
論
じ
ら
れ
、
文
献
解
題
も

付
さ
れ
て
い
る
。
第
二
部
は
、
国
内
で
刊

行
さ
れ
た
文
献
と
、
日
記
や
名
簿
な
ど
の

一
次
史
料
を
採
録
し
た
文
献
目
録
と
な
っ

て
い
る
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
日
系
人
の
一
〇
〇
年
の
軌
跡

を
写
真
と
解
説
で
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

趣
旨
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
史
料
館
・

ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
百
周
年
記
念
協
会
百

年
史
編
纂
委
員
会
『
目
で
み
る
ブ
ラ
ジ
ル

日
本
移
民
の
百
年
』（
風
響
社　

二
〇
〇
八

年
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
サ
ン
パ
ウ

ロ
の
日
本
移
民
資
料
館
が
編
纂
を
進
め
る

移
民
一
〇
〇
年
史
の
一
冊
に
あ
た
る
。

　

外
山
脩
著
『
ブ
ラ
ジ
ル
日
系
社
会
百
年

の
水
流―

日
本
外
に
日
本
人
と
そ
の
子

孫
の
歴
史
を
創
っ
た
先
人
た
ち
の
軌
跡
』

（
ト
ッ
パ
ン
・
プ
レ
ス
印
刷
出
版

二
○

○
六
年
）
で
は
、
現
地
邦
字
紙
サ
ン
パ
ウ

ロ
新
聞
の
元
記
者
で
あ
る
著
者
が
、
独
自

の
視
点
で
日
系
人
社
会
の
歴
史
を
描
き
出

し
て
い
る
。
初
期
の
植
民
事
業
や
日
系
産

業
組
合
を
軸
と
し
た
日
系
人
社
会
の
盛
衰
、

「
勝
ち
組
・
負
け
組
抗
争
」
に
み
ら
れ
る

戦
後
の
混
乱
し
た
日
系
人
社
会
の
人
間
模

様
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
経
済
情
勢
や
出
自
国
で

あ
る
日
本
と
の
関
係
性
の
変
化
な
ど
を
要

因
に
変
容
す
る
日
系
人
社
会
を
、
聞
き
取

り
証
言
を
交
え
て
多
様
な
側
面
か
ら
浮
き

彫
り
に
し
て
い
る
。 

　

日
系
人
社
会
の
歴
史
、
変
容
を
理
解
す

る
に
は
社
会
を
構
成
す
る
移
住
者
の
個
人

史
や
家
族
史
か
ら
も
多
く
知
る
こ
と
が
で

き
る
。
小
野
政
子
［
ほ
か
］
著
『
女
た
ち

の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
史
』（
毎
日
新
聞
社

二
○
○
七
年
）
に
は
、
戦
前
・
戦
後
に
ブ

ラ
ジ
ル
へ
移
住
し
た
六
人
の
女
性
た
ち
の

体
験
が
克
明
に
綴
ら
れ
て
い
る
。
過
酷
な

環
境
で
の
農
業
労
働
や
、
僻
地
で
の
生
活

条
件
な
ど
が
あ
り
の
ま
ま
に
記
さ
れ
、
移

住
の
歴
史
を
女
性
た
ち
の
視
点
か
ら
窺
い

知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

一
九
八
○
年
代
後
半
に
な
る
と
、
ブ
ラ

ジ
ル
の
経
済
的
混
乱
を
背
景
に
日
系
人
一

世
、
二
世
が
就
労
目
的
で
来
日
す
る
よ
う

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
一
九
九
○
年
の
「
出

入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
」
の
改
変
以

降
日
本
へ
の
移
住
者
が
激
増
し
た
。
こ
の

流
れ
は
か
つ
て
日
本
か
ら
ブ
ラ
ジ
ル
へ

渡
っ
た
人
々
に
な
ぞ
ら
え
て「
デ
カ
セ
ギ
」

（dekassegui

）
と
呼
ば
れ
、
現
在
日
本

に
居
住
す
る
日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
は
三
○
万

人
以
上
に
の
ぼ
る
。
梶
田
孝
道
・
丹
野
清

人
・
樋
口
直
人
著
『
顔
の
見
え
な
い
定
住

化―

日
系
ブ
ラ
ジ
ル
人
と
国
家
・
市
場
・

移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』（
名
古
屋
大
学
出

版
会　

二
○
○
五
年
）
は
、
彼
ら
が
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
な
労
働
力
と
し
て
日
本
の
労
働

市
場
に
定
着
し
な
が
ら
も
、
不
規
則
な
雇

用
形
態
か
ら
生
活
様
式
が
規
定
さ
れ
て
し

ま
い
、地
域
社
会
で
「
顔
の
見
え
る
存
在
」

と
な
っ
て
い
な
い
状
況
を
、
国
家
・
市
場
・

移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
三
つ
の
要
素

か
ら
解
き
明
か
そ
う
と
し
て
い
る
。
著
者

は
日
本
の
入
国
管
理
政
策
と
移
民
政
策
の

不
整
合
に
見
ら
れ
る
制
度
面
の
問
題
点
に

つ
い
て
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
か
と
う　

ま
ほ
／
ア
ジ
ア
経
済
研

究
所
図
書
館
）

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

コ
ー
ナ
ー

日
本
人
移
民
の
あ
ゆ

み―
南
米
・
ブ
ラ
ジ
ル

加
藤
真
穂


